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主
おも

なワークの種
しゅ

類
るい

  個
こ

人
じん

ワーク　　   ロープレ

ビジネスマナー

敬
けい

語
ご

【 目
もく

的
てき

】

　☑ 敬
けい

語
ご

の種
しゅ

類
るい

や仕
し

事
ごと

でよく使
つか

う敬
けい

語
ご

を学
まな

ぶ

　☑ 敬
けい

語
ご

書
か

き換
か

え問
もん

題
だい

やロープレを通
とお

して、敬
けい

語
ご

を意
い

識
しき

して話
はな

す練
れん

習
しゅう

をする



1訓練用途以外での使用・転用不可

敬
けい

語
ご

  敬
けい

語
ご

の必
ひつ

要
よう

性
せい

敬
けい

語
ご

とは自
じ

分
ぶん

と相
あい

手
て

や周
しゅう

囲
い

の人
ひと

との関
かん

係
けい

性
せい

を

どのように捉
とら

えているかを表
ひょう

現
げん

する働
はたら

きを持
も

つ言
こと

葉
ば

です。

また気
き

持
も

ちのいいコミュニケーションをするための言
こと

葉
ば

でもあります。

働
はたら

く上
うえ

で基
き

本
ほん

となるマナーであり、「あなたを大
たい

切
せつ

に思
おも

っています」という

気
き

持
も

ちを合
あ

せて伝
つた

えることのできる言
こと

葉
ば

なのです。

敬
けい

語
ご

は、現
げん

在
ざい

５つに分
ぶん

類
るい

されています。

５分
ぶん

類
るい

３分
ぶん

類
るい

尊
そん

敬
けい

語
ご

「いらっしゃる・おっしゃる」型
がた

尊
そん

敬
けい

語
ご

謙
けん

譲
じょう

語
ご

Ⅰ 「伺
うかが

う・申
もう

し上
あ

げる」型
がた

謙
けん

譲
じょう

語
ご

謙
けん

譲
じょう

語
ご

Ⅱ（丁
てい

重
ちょう

語
ご

） 「参
まい

る・申
もう

す」型
がた

丁
てい

寧
ねい

語
ご

「です・ます」型
がた

丁
てい

寧
ねい

語
ご

美
び

化
か

語
ご

「お酒
さけ

・お料
りょう

理
り

」型
がた

今
こん

回
かい

の敬
けい

語
ご

を「丁
てい

寧
ねい

語
ご

」「尊
そん

敬
けい

語
ご

」「謙
けん

譲
じょう

語
ご

」の３つに分
ぶん

類
るい

し説
せつ

明
めい

していきます。

基
き

本
ほん

をしっかりと理
り

解
かい

していきましょう。



2 訓練用途以外での使用・転用不可

  敬
けい

語
ご

が必
ひつ

要
よう

な場
ば

面
めん

 

敬
けい

語
ご

が求
もと

められる場
ば

面
めん

は次
つぎ

の３つです。

1．相
あい

手
て

のほうが上
うえ

の立
たち

場
ば

のとき

（例
れい

）上
じょう

司
し

、先
せん

輩
ぱい

　など

2．相
あい

手
て

に敬
けい

意
い

を表
あらわ

したいとき

（例
れい

）お客
きゃく

様
さま

、年
とし

上
うえ

の人
ひと

、お世
せ

話
わ

になっている人
ひと

　など

3．相
あい

手
て

との関
かん

係
けい

性
せい

が築
きず

けていないとき

（例
れい

）初
しょ

対
たい

面
めん

の人
ひと

　など

求
もと

められる場
ば

面
めん

で使
つか

わないと、相
あい

手
て

をどれだけ思
おも

っていても

相
あい

手
て

からは「失
しつ

礼
れい

な人
ひと

だ」と思
おも

われてしまう可
か

能
のう

性
せい

が高
たか

くなります。

相
あい

手
て

との関
かん

係
けい

性
せい

を大
たい

切
せつ

にしていく必
ひつ

要
よう

がある／していきたいときは

適
てき

切
せつ

な場
ば

面
めん

で敬
けい

語
ご

を使
つか

う必
ひつ

要
よう

があるでしょう。



3訓練用途以外での使用・転用不可

  カジュアルな敬
けい

語
ご

「丁
てい

寧
ねい

語
ご

」 

丁
てい

寧
ねい

語
ご

丁
てい

寧
ねい

な言
こと

葉
ば

遣
づか

いで相
あい

手
て

への敬
けい

意
い

を表
あらわ

す言
こと

葉
ば

です。

現
げん

代
だい

語
ご

では「です」「ます」「（で）ございます」の３種
しゅ

類
るい

が使
つか

われます。

また、上
じょう

品
ひん

に言
い

い表
あらわ

そうとするときの言
い

い方
かた

でもあります。

（例）「ありがとう」→「ありがとうございます」

　　  「～だ」→「～です」

　　  「少
すこ

し」→「少
しょう

々
しょう

」

　　  「きのう・今
きょう

日・あした」→「さくじつ・本
ほん

日
じつ

・みょうにち」

　　  「あっち・こっち」→「あちら・こちら」

　　  「連
れん

絡
らく

」→「ご連
れん

絡
らく

」

　　  「店
みせ

」→「お店
みせ

」

あなた



4 訓練用途以外での使用・転用不可

  よく使
つか

う丁
てい

寧
ねい

語
ご

 言
こと

葉
ば

の後
うし

ろの「です・ます・ございます」をつける

～する ～します

言
い

う 言
い

います

聞
き

く 聞
き

きます

行
い

く 行
い

きます

 上
じょう

品
ひん

に言
い

い表
あらわ

そうとする

私
わたし

、僕
ぼく

わたくし

私
わたし

たち、僕
ぼく

たち わたくしども

自
じ

分
ぶん

が働
はたら

いている会
かい

社
しゃ

当
とう

社
しゃ

どこ どちら

誰
だれ

どなた様
さま

、どちら様
さま

あの人
ひと

あちら様
さま

、あの方
かた

今
いま

ただ今
いま

あとで 後
のち

ほど

さっき 先
さき

ほど

どんな どのような

日
にち

常
じょう

でよく使
つか

う言
こと

葉
ば

を、丁
てい

寧
ねい

語
ご

に変
か

えると次
つぎ

のようになります。



5訓練用途以外での使用・転用不可

  個
こ

人
じん

ワーク

あなたの言
こと

葉
ば

のなかには丁
てい

寧
ねい

語
ご

に直
なお

せるところがあります。

P4 の「よく使
つか

う丁
てい

寧
ねい

語
ご

」を参
さん

考
こう

にして直
なお

しましょう。

①

②

③

○○先
せん

輩
ぱい

、今
きょう

日はお疲
おつ

れ様
さま

。　※退
たい

社
しゃ

の挨
あい

拶
さつ

あなた

丁
てい

寧
ねい

語
ご

に直
なお

すと…

課
か

長
ちょう

、どこに行
い

かれますか？

あなた

丁
てい

寧
ねい

語
ご

に直
なお

すと…

パンフレットを僕
ぼく

宛
あて

に送
おく

ってください。

あなた

丁
てい

寧
ねい

語
ご

に直
なお

すと…



6 訓練用途以外での使用・転用不可

  フォーマルな敬
けい

語
ご

「尊
そん

敬
けい

語
ご

」「謙
けん

譲
じょう

語
ご

」

尊
そん

敬
けい

語
ご

相
あい

手
て

の動
どう

作
さ

・状
じょう

態
たい

を高
たか

めて、相
あい

手
て

への敬
けい

意
い

を表
あら

す言
こと

葉
ば

です。

相
あい

手
て

を高
たか

めることで立
たち

場
ば

の違
ちが

いを表
あらわ

します。

つまり、会
かい

話
わ

もしくは文
ぶん

章
しょう

の主
しゅ

語
ご

は「相
あい

手
て

」です。

（例
れい

）行
い

く・来
く

る → いらっしゃる・仰
おっしゃ

る

　　  話
はな

す → おっしゃる・お話
はなし

になる

謙
けん

譲
じょう

語
ご

自
じ

分
ぶん

や身
み

内
うち

（家
か

族
ぞく

など）の動
どう

作
さ

・状
じょう

態
たい

を低
ひく

めて、相
あい

手
て

への敬
けい

意
い

を表
あらわ

す言
こと

葉
ば

です。

自
じ

分
ぶん

を低
ひく

めることで立
たち

場
ば

の違
ちが

いを表
あらわ

します。

つまり、会
かい

話
わ

もしくは文
ぶん

章
しょう

の主
しゅ

語
ご

は「自
じ

分
ぶん

・身
み

内
うち

（家
か

族
ぞく

など）」です。

（例
れい

）行
い

く・来
く

る → 参
まい

る・伺
うかが

う

　　  話
はな

す → 申
もう

す（申
もう

し上
あ

げる）・お話
はなし

する

あなた

あなたあなた



7訓練用途以外での使用・転用不可

  よく使
つか

う尊
そん

敬
けい

語
ご

・謙
けん

譲
じょう

語
ご

日
にち

常
じょう

でよく使
つか

う言
こと

葉
ば

を、尊
そん

敬
けい

語
ご

・謙
けん

譲
じょう

語
ご

に変
か

えると次
つぎ

のようになります。

会
かい

話
わ

もしくは文
ぶん

章
しょう

の主
しゅ

語
ご

に注
ちゅう

意
い

して使
つか

いましょう。

動
どう

詞
し

尊
そん

敬
けい

語
ご

（主
しゅ

語
ご

は相
あい

手
て

） 謙
けん

譲
じょう

語
ご

（主
しゅ

語
ご

は自
じ

分
ぶん

）

する なさる、される いたす、させていただく

言
い

う おっしゃる、言
い

われる 申
もう

す、申
もう

し上
あ

げる

聞
き

く お聞
き

きになる 拝
はい

聴
ちょう

する、うかがう

見
み

る ご覧
らん

になる 拝
はい

見
けん

する

行
い

く いらっしゃる、おいでになる 伺
うかが

う、参
まい

る

来
く

る
お見

み

えになる、いらっしゃる
伺
うかが

う、参
まい

る
おいでになる、お越

こ

しになる

会
あ

う お会
あ

いになる お会
あ

いする、お目
め

にかかる

話
はな

す おっしゃる 申
もう

す、申
もう

し上
あ

げる

読
よ

む お読
よ

みになる 拝
はい

読
どく

する

食
た

べる 召
め

し上
あ

がる いただく、頂
ちょう

戴
だい

する



8 訓練用途以外での使用・転用不可

  尊
そん

称
しょう

・謙
けん

称
しょう

尊
そん

敬
けい

語
ご

や謙
けん

譲
じょう

語
ご

の中
なか

でも、言
こと

葉
ば

自
じ

体
たい

に敬
けい

意
い

を持
も

たせたり、

謙
へりくだ

りの気
き

持
も

ちを込
こ

めたりして使
つか

う言
こと

葉
ば

があります。

尊
そん

称
しょう

とは相
あい

手
て

側
がわ

の人
ひと

や場
ば

所
しょ

、物
もの

を尊
そん

敬
けい

して使
つか

う言
こと

葉
ば

です。

謙
けん

称
しょう

とは自
じ

分
ぶん

側
がわ

の人
ひと

や場
ば

所
しょ

、物
もの

を謙
へりくだ

って使
つか

う言
こと

葉
ば

です。

知
し

っておくと働
はたら

く上
うえ

で役
やく

に立
た

つので、覚
おぼ

えておきましょう。

尊
そん

称
しょう

（相
あい

手
て

側
がわ

） 謙
けん

称
しょう

（自
じ

分
ぶん

側
がわ

）

父
ちち

お父
とう

様
さま

父
ちち

　老
ろう

父
ふ

母
はは

お母
かあ

様
さま

母
はは

　老
ろう

母
ぼ

息
むす

子
こ

・娘
むすめ

ご子
し

息
そく

様
さま

・お嬢
じょう

様
さま

息
むす

子
こ

・娘
むすめ

家
か

族
ぞく

皆
みな

々
みな

様
さま

一
いち

同
どう

上
うわ

役
やく

御
ご

（上
じょう

司
し

）　貴
き

（課
か

課
か

長
ちょう

） など 上
じょう

司
し

　課
か

長
ちょう

 など

会
かい

社
しゃ

貴
き

社
しゃ

　御
おん

社
しゃ

弊
へい

社
しゃ

  小
しょう

社
しゃ

  私
わたくし

ども

住
す

まい 貴
き

邸
てい

　尊
そん

宅
たく

拙
せっ

宅
たく

　拙
せっ

家
か

お店
みせ

貴
き

店
てん

幣
へい

舗
ほ

　当
とう

店
てん

学
がっ

校
こう

・大
だい

学
がく

貴
き

校
こう

　御
おん

校
こう

　貴
き

学
がく

　貴
き

大
だい

学
がく

本
ほん

校
こう

　本
ほん

学
がく



9訓練用途以外での使用・転用不可

  敬
けい

称
しょう

敬
けい

称
しょう

とは相
あい

手
て

の名
な

前
まえ

などの後
あと

につけ、敬
けい

意
い

を表
あらわ

す言
こと

葉
ば

です。

呼
よ

びかけるときや手
て

紙
がみ

の宛
あて

名
な

に使
つか

います。

敬
けい

称
しょう

解
かい

説
せつ

様
さま 一

いっ

般
ぱん

的
てき

によく使
つか

われる敬
けい

称
しょう

。

相
あい

手
て

に尊
そん

敬
けい

の敬
けい

意
い

を表
あらわ

します。

殿
どの

元
もと

々
もと

は殿
との

様
さま

のような上
じょう

位
い

に対
たい

して使
つか

ったものですが、

現
げん

在
ざい

は公
こう

式
しき

・事
じ

務
む

的
てき

な場
ば

面
めん

で書
か

き言
こと

葉
ば

として、

目
め

上
うえ

・目
め

下
した

に関
かか

わらず使
つか

われます。

さん
話
はな

すときや文
ぶん

章
しょう

を書
か

くときに使
つか

われる。

上
じょう

司
し

を役
やく

職
しょく

名
めい

で呼
よ

ばず、「〇〇さん」と呼
よ

ぶ企
き

業
ぎょう

も増
ふ

えています。

先
せん

生
せい 元

もと

々
もと

は高
たか

い敬
けい

称
しょう

でしたが、現
げん

在
ざい

は特
とく

定
てい

の職
しょく

業
ぎょう

の人
ひと

につけます。

教
きょう

師
し

や医
い

師
し

、弁
べん

護
ご

士
し

、代
だい

議
ぎ

士
し

、作
さっ

家
か

など。

各
かく

位
い

複
ふく

数
すう

の個
こ

人
じん

を対
たい

象
しょう

とする場
ば

合
あい

に敬
けい

意
い

を表
あらわ

します。

ビジネス文
ぶん

章
しょう

の案
あん

内
ない

状
じょう

などに「お客
きゃく

様
さま

各
かく

位
い

」「保
ほ

護
ご

者
しゃ

各
かく

位
い

」のように

使
つか

われます。

御
おん

中
ちゅう 手

て

紙
がみ

の表
おもて

書
が

き（宛
あて

名
な

）にしか使
つか

われない。

会
かい

社
しゃ

や団
だん

体
たい

宛
あて

などで誰
だれ

が見
み

ても良
よ

い手
て

紙
がみ

に使
つか

います。

役
やく

職
しょく

名
めい 役

やく

職
しょく

名
めい

をそのまま敬
けい

称
しょう

として使
つか

うことができます。

ただし「社
しゃ

長
ちょう

様
さま

」「部
ぶ

長
ちょう

様
さま

」は二
に

重
じゅう

敬
けい

語
ご

になり、間
ま

違
ちが

った使
つか

い方
かた

です。



10 訓練用途以外での使用・転用不可

  個
こ

人
じん

ワーク

次の文
ぶん

章
しょう

の下線部分は、間
ま

違
ちが

った敬
けい

語
ご

です。

P7 ～ P9 を参
さん

考
こう

にしながら、正
ただ

しい敬
けい

語
ご

に書
か

き直
なお

してみましょう。

（例）  田
た

中
なか

先
せん

輩
ぱい

は毎
まい

朝
あさ

掃
そう

除
じ

をいたす。

田中先輩は毎朝掃除をなさる（される）

① 社
しゃ

長
ちょう

が申
もう

しました。

② 明
みょう

日
にち

、御
おん

社
しゃ

にお越
こ

しします。※話
はな

し言
こと

葉
ば

③ 課
か

長
ちょう

、こちらの記
き

事
じ

を拝
はい

見
けん

しましたか。

④ 私
わたくし

は〇〇さんの手
て

紙
がみ

をお読
よ

みになりました。

⑤ 課
か

長
ちょう

、ABC 商
しょう

事
じ

の〇〇社
しゃ

長
ちょう

にお目
め

にかかりましたか。

⑥ 私
わたくし

は社
しゃ

長
ちょう

講
こう

和
わ

をお聞
き

きになりました。

⑦  ぜひ、当
とう

社
しゃ

に伺
うかが

ってください。
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【 状
じょう

況
きょう

設
せっ

定
てい

① 】初
はつ

出
しゅっ

社
しゃ

日
び

人
じん

事
じ

担
たん

当
とう

者
しゃ

に挨
あい

拶
さつ

をした後
あと

、

あなたは上
じょう

司
し

になる人
ひと

の席
せき

へと案
あん

内
ない

されました。

どのように挨
あい

拶
さつ

するのでしょうか。

こちらに記
き

入
にゅう

しましょう

はじめまして、マネージャーの○○です。

最
さい

初
しょ

は慣
な

れないことも多
おお

いと思
おも

いますが、

１つ１つ慣
な

れていってくださいね。

期
き

待
たい

していますよ。

  ロープレ

以
い

下
か

の状
じょうきょう

況にふさわしい敬
けい

語
ご

を使って、

ペアになり、あなたと上
じょう

司
し

のやりとりをロープレしてみましょう。

終
お

わったら役
やく

割
わり

を交
こう

代
たい

し、あなた役
やく

と上
じょう

司
し

役
やく

をどちらもやってみましょう。

あなた

上
じょう

司
し

はじめまして。〇〇（自
じ

分
ぶん

の名
な

前
まえ

）と申
もう

します。

１日
にち

も早
はや

く戦
せん

力
りょく

になれるよう努
ど

力
りょく

して参
まい

りますので、

どうぞよろしくお願
ねが

いします。
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【 状
じょう

況
きょう

設
せっ

定
てい

② 】初
はじ

めてのお客
きゃく

様
さま

職
しょく

場
ば

にお客
きゃく

様
さま

がいらっしゃいました。

「こんにちは」とドアから入
はい

っていらっしゃいました。

あなたは「いらっしゃいませ」と声
こえ

をかけました。

こちらに記
き

入
にゅう

しましょう

あなた

お忙
いそが

しいところ失
しつ

礼
れい

します。

課
か

長
ちょう

の田
た

中
なか

様
さま

をお願
おね

いします。

あなた

失
しつ

礼
れい

しました。ABC 商
しょう

事
じ

の中
なか

村
むら

と申
もう

します。

３時
じ

にお約
やく

束
そく

をいただいております。

課
か

長
ちょう

の田
た

中
なか

でございますね。失
しつ

礼
れい

ですが、

お名
な

前
まえ

をお聞
き

かせいただけますか。

ABC 商
しょう

事
じ

の中
なか

村
むら

様
さま

、お待
ま

ちしておりました。

ただいま確
かく

認
にん

して参
まい

ります。

少
しょう

々
しょう

お待
ま

ちいただけますか。

お客
きゃく

様
さ ま

お客
きゃく

様
さ ま



本
ほん

日
じつ

の学
まな

び・気
き

づき・明
あ

日
す

から実
じっせん

践できそうなこと

13

おわりに

訓練用途以外での使用・転用不可

正
ただ

しい敬
けい

語
ご

が身
み

につくと、

社
しゃ

会
かい

人
じん

としてのコミュニケーションが一
いち

段
だん

レベルアップします。

難
むず

しい敬
けい

語
ご

を使
つか

って間
ま

違
ちが

えてしまい、相
あい

手
て

に嫌
いや

な思
おも

いをさせてしまうのであれば、

まずは「です」「ます」の丁
てい

寧
ねい

語
ご

を使
つか

って伝
つた

えるといいでしょう。

ただし、「丁
てい

寧
ねい

に話
はな

す」ということがポイントです。

敬
けい

語
ご

は相
あい

手
て

を大
たい

切
せつ

に思
おも

う気
き

持
も

ちを伝
つた

える言
こと

葉
ば

ですから、

重
じゅう

要
よう

なのはその気
き

持
も

ちが伝
つた

わることなのです。
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コラム   間
ま

違
ちが

いやすい敬
けい

語
ご

  その敬
けい

語
ご

、間
ま

違
ちが

っていますよ！

ここではよく使
つか

われている「間
ま

違
ちが

った」敬
けい

語
ご

を紹
しょう

介
かい

します。

言
こと

葉
ば

は変
へん

化
か

し続
つづ

けるものなので将
しょう

来
らい

は正
ただ

しい敬
けい

語
ご

とされる可
か

能
のう

性
せい

もありますが、

現
げん

時
じ

点
てん

では気
き

にする人
ひと

もいるため使
つか

わないほうが無
ぶ

難
なん

でしょう。

主
しゅ

語
ご

がポイント

レストランで「ご注
ちゅう

文
もん

の商
しょう

品
ひん

は、すべてお揃
そろ

いになりましたか？」と

店
てん

員
いん

が言
い

ってきました。じつはこれ、正
ただ

しい敬
けい

語
ご

ではありません。

どこが間
ま

違
ちが

っているのか分
ぶん

解
かい

してみましょう。

（例
れい

） ご注
ちゅう

文
もん

の商
しょう

品
ひん

は、すべてお揃
そろ

いになりましたか？

主
しゅ

語
ご

が「商
しょう

品
ひん

」ということは、自
じ

分
ぶん

が働
はたら

いているレストランの商
しょう

品
ひん

に対
たい

して、

尊
そん

敬
けい

語
ご

を使
つか

い敬
けい

意
い

を表
あらわ

しているので間
ま

違
ちが

いです。

ポイントは主
しゅ

語
ご

です。正
ただ

しく言
い

い換
か

えると次
つぎ

の文
ぶん

章
しょう

になります。

（例
れい

） ご注
ちゅう

文
もん

の商
しょう

品
ひん

は、揃
そろ

っておりますか？

自
じ

分
ぶん

が働
はたら

いているレストランの商
しょう

品
ひん

（身
み

内
うち

）なので謙
けん

譲
じょう

語
ご

で話
はな

します。

主
しゅ

語
ご

敬
けい

語
ご

（尊
そん

敬
けい

語
ご

）
「お～になる」

相
あい

手
て

や立
た

てるべき人
ひと

自
じ

分
ぶん

、身
み

内
うち

、同
どう

僚
りょう

など

尊
そん

敬
けい

語
ご

謙
けん

譲
じょう

語
ご
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二
に

重
じゅう

敬
けい

語
ご

ひとつの文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

に、同
おな

じ種
しょ

類
るい

の敬
けい

語
ご

が２つ以
い

上
じょう

入
はい

ると敬
けい

語
ご

の使
つか

い方
かた

としては

間
ま

違
ちが

いになります。

「～れる、～られる」は人
ひと

を敬
うやま

う気
き

持
も

ちを表
ひょう

現
げん

（尊
そん

敬
けい

）する助
じょ

動
どう

詞
し

です。

敬
けい

語
ご

としては尊
そん

敬
けい

語
ご

として扱
あつか

います。

そのため、敬
けい

語
ご

が２つ以
い

上
じょう

入
はい

っているので間
ま

違
ちが

いです。

いらっしゃる（来
く

るの尊
そん

敬
けい

語
ご

） お読
よ

みになる（読
よ

むの尊
そん

敬
けい

語
ご

）

＋ ＋
られる（尊

そん

敬
けい

語
ご

） られる（尊
そん

敬
けい

語
ご

）

尊
そん

敬
けい

語
ご

を２つ使
つか

っています 尊
そん

敬
けい

語
ご

を２つ使
つか

っています

正
ただ

しくは… 正
ただ

しくは…

先
せん

生
せい

がいらっしゃられた お客
きゃく

様
さま

がお読
よ

みになられた

先
せん

生
せい

がいらっしゃった お客
きゃく

様
さま

がお読
よ

みになった

使
つか

わない方
ほう

がスマート！

回
まわ

りくどい印
いん

象
しょう

に…



16 訓練用途以外での使用・転用不可

みんな大
だい

好
す

き「させていただく」

敬
けい

語
ご

の代
だい

表
ひょう

格
かく

として耳
みみ

にすることが多
おお

いと思
おも

われる「○○させていただく」。

この言
こと

葉
ば

は、２つの意
い

味
み

を持
も

っているために使
つか

い方
かた

には注
ちゅう

意
い

が必
ひつ

要
よう

です。

１.  相
あい

手
て

の許
きょ

可
か

を得
え

る（○○してもいいですか？）

２.  恩
おん

恵
けい

を受
う

ける
　　※自

じ

分
ぶん

が恩
おん

恵
けい

を受
う

けるので、相
あい

手
て

に損
そん

が発
はっ

生
せい

することがあります。

この２つのどちらにも当
あ

てはまらないと使
つか

えない。

例
れい

を挙
あ

げて説
せつ

明
めい

すると、

（例
れい

）こちらの会
かい

議
ぎ

資
し

料
りょう

について、ご説
せつ

明
めい

させていただきます。

１.  相
あい

手
て

の許
きょ

可
か

を得
え

る（〇〇してもいいですか？）⇒ ×
　   説

せつ

明
めい

するために配
くば

った会
かい

議
ぎ

資
し

料
りょう

のため、相
あい

手
て

から許
きょ

可
か

を得
え

る必
ひつ

要
よう

はありません。

２.  恩
おん

恵
けい

を受
う

ける⇒ ×
　   会

かい

議
ぎ

資
し

料
りょう

のため、自
じ

分
ぶん

と相
あい

手
て

に損
そん

得
とく

は発
はっ

生
せい

しません。

正
ただ

しく言
い

い換
か

えると次
つぎ

の文
ぶん

章
しょう

になります。

（例
れい

）こちらの会
かい

議
ぎ

資
し

料
りょう

について、ご説
せつ

明
めい

いたします。

するの謙
けん

譲
じょう

語
ご

「いたす」を使
つか

って「いたします」と伝
つた

えるのが適
てき

切
せつ

です。




